
みなさんに提案します 
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 名古屋市は、この秋にも「道路建設の

是非を判断するための住民意向の調査」 

を行うとしてきました。 
 

 私たちは、『事業計画を変更し、道路

用地を公園用地に組み入れ、緑地公園と

して整備する』代替案 を提案します。 
 

 未来を生きる子どもたちにとっても、

もっとも生態系豊かなこの区域を、道路

にするよりも、観察・学習・体験・憩い

の公園にする方が、はるかに有益に利用

できるからです。 
  

 みなさんのご支持をお願いします。 
  

  2014.年 9 月 

 

         相生山の四季を歩く会 

         相生山を愛する緑区民の会 

         弥富相生山線を公園緑地に替える会  

         ラブリーアースＪａｐａｎ 

 

  

          未来へ残そう  

       ヒメボタルの森 

 

 

 

 

 

 

相生山のヒメボタル 
 

わが国最大級の生息地。 
 
 

 

 

 

 

なかでも、もっとも多く見られる 

 

 

 

森の中心の谷を道路は通ります。 

 

 

「ヒメボタルの生態はまだまだ 

よく分かっていない」というのが 

専門家の話。 

 

 

車が走るようになって、急に減り 

 

 

絶滅してしまってからでは遅い 

 

 

 

と思うのです。 

フィールドワーク画像 

・相生山で ESD 

・シンポジウム相生山 

・相生山の四季を歩く会 

 

    

                   連絡先：ラブリーアース事務局（古川）     

                                   

                                

 

                               tell/fax：052-821-6463 

   e-mail：viva_forest@yahoo.co.jp 

   http：//lovelyearth.info/ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

・ 

 

 

 

」 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

相生山緑地の航空写真（名古屋市資料） 

 真ん中を横切っているのが道路用地 

   つくりかけの「道路」 
 道路にするつもりでつくってしまった部分が

あります。 こわすにも     お金がかかります。 

 なるべくお金をかけず、手をかけず、緑地

公園の一部としてどう利用すればいいか？ 

 みんなで知恵を出し合いましょう。 

「道路用地」として市が買った土地を「市民の 

公園」にするなら税金のムダにはなりません。 

相生山緑地と道路用地 

緑地は 2つの用地に区分されています。 

公園用地部分は 123.7 ha 

住宅や畑などの民有地を含みます。 

 

 

 
 

分断して道路用地は 延長 892ｍ・1.18 ha 
 
 

ヒメボタルをはじめ たくさんの 

  貴重な命をはぐくむ 森の真ん中です。 

 

 


